男性保育士として仕事を続ける : 在学生・卒業生・現役男性保育士のワークショップ by 中田 奈月 & 前迫 ゆり
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䦠䮞䮴䭷䮰䮧     司 会  山本 優司〔奈良佐保短期大学在学生 学生展学生実行委員〕 
13:30᳸14:30 ᇹ Iᢿ ȑȍȫ᚛ᛯ 
13:30 基調講演 大阪男性保育者連絡会 八尾英隆（保育者経験 21年） 
14:00 パネル討論 奈良佐保短期大学卒業生 幸元裕  井久保瞳 
奈良佐保短期大学在学生 粕井拓矢 杉本久和奈  柳下健 
大阪男性保育者連絡会の方々 
14:30 質疑応答 フロアーからの質疑応答 
 休憩 
15:00᳸16:00 ᇹ IIᢿ ǰȫȸȗȯȸǯ 
3グループに分かれてさらなる討論や実践をします 
①実習に向けて・就職に向けて ②保育実践－手遊び・絵本・うた－ ③職場の人間関係 
 
䦠↵ᕈ଻⢒⠪䬷䬾 
保育所や幼稚園などで資格を持って働く男性のことです。ですが昔は男性保育士をさす言葉でもありました。 
1977年まで、男性従事者には保育所などで働く資格がありませんでした。また、男性が「保母に準ずる」という資格を
取得できるようになった 1977年から 1999年まで、男性には職名がありませんでした。当時「保母」という職名がありま
したが、この職名を名乗れるのは女性に限られていたからです。もちろん「保父」というのも正式名称ではありません。
そのため 1999年に「保育士」という男女共通名称ができるまで男性が用いたのは「男性保育者」という通称でした。 
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䮇 䮺 䮤 䮳 䮺
䯵䬷䬾 
北海道から沖縄まで、各地にある男性保育者の連絡組織です。宗教色や政治色
のない、会員制を取らない会で、男性に「保母」と同等の資格がなかった頃に、
資格取得と交流、保育職の地位向上をめざすために組織されました。奈良県に男
保連組織はありませんが、関西では、京都、兵庫、滋賀、大阪にあります。 
2005年 8月には滋賀で全国集会があります。 
 
䦠䬌⾗ᢱ䬍 ↵ᕈ଻⢒⠪䬽⁁ᴫ※ 
現在、全国の男性保育士は保育士全体の男性幼稚園教諭全体の 1.29％（図 1参照 国勢調査による 男性幼稚園教諭は
6.9%）。他方、現在奈良県内の保育所に勤務する男性保育士の割合は保育士全体の 2％（図 3参照）※。全国の約 2倍です。 
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第 13回全国男性保育者研究交流集会 
⺆䭙ว䬙䬕଻⢒䭡! 
䬹䬞䬬䬕 ৻ੱ䭋䬲䬰䬽଻⢒⠪䭡! 
2005年 8月 27日(土)・28日(日) 
グリーンパーク思い出の森 
（滋賀県高島郡朽木村）
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※奈良県保育所のデータは「地域の子育て環境づくりに向けての保
育者養成における可能性と将来展望に関する学際的基礎研究」
（研究代表 奈良佐保短期大学 前迫ゆり）の一環として 2004年
文部科学省私学高等教育研究助成（学術研究高度化推進経費）
をうけて実施された質問紙調査の結果に基づいたものである。 
